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連携中枢都市圏構想について

人口減少・少子高齢社会にあっても、地域を活性化し経済を持続可能なものとし、国民が安心して快適な暮らし

を営んでいけるようにするために、地域において、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が近隣の市町村と

連携し、コンパクト化とネットワーク化により「経済成長のけん引」、「高次都市機能の集積・強化」及び「生活

関連機能サービスの向上」を行うことにより、一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するための拠点を形

成する政策として国が提唱しています。

この制度は第３０次地方制度調査会「大都市制度の改革及び基礎自治体の行政サービス提供体制に関する答申」

を踏まえて制度化したものであり、大分都市広域圏は２０１６(平成２８)年３月に全国で１０番目の圏域として形

成されており、２０２０(令和２)年４月１日現在では、全国で３４の圏域が形成されています。

「連携中枢都市圏構想」の概要について

● 令和２年４月時点で、全国で３４圏域が形成されている。

● 平成２６年５月 地方自治法の改正により「新たな広域連携」の制度を創設

〜はじめに〜

出典：総務省ホームページ
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大分都市広域圏の形成

「大分都市広域圏」の概要について

【名 称】 大分都市広域圏

【構成市町】 大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市

豊後大野市、由布市、日出町 （７市１町）

【人 口】 ７７８，２３７人（平成２７年の国勢調査人口による）

【計 画】 大分都市広域圏ビジョン（大分都市広域圏経済戦略）

【取組期間】 ２０１６（平成２８）年４月

～

２０２１（令和３）年３月 の５年間

※ ２０２１（令和３）年４月から２０２６（令和８）年３月までの

新たな５年間の計画として、「第２期大分都市広域圏ビジョン」

を令和３年３月に策定した。

国の「連携中枢都市圏構想」に沿い、大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出

町の７市１町は、大分市を圏域の中心市として、２０１６（平成２８）年３月、新たに「大分都市広域圏」を形成

し、これまで「大分都市広域圏観光ＰＲ事業」や「おおいた公共施設案内・予約システムの運用」等、様々な広域

連携事業を実施してきました。

出典：総務省ホームページ

〜はじめに〜
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「大分都市広域圏ビジョン」に掲げる「人材育成・交流」事業として、圏域で抱える課題について自主的に調査・

研究を行い、課題解決に向けた施策の提案を行うこと、また、これにより圏域の将来を担う人材の育成を目的とし、

政策研究チーム「第１期未来創造塾」を令和元年６月に立ち上げました。

「未来創造塾」の構成について

【対象職員】 概ね３５歳以下の職員

【構成人員】 大分都市広域圏の連携市町全体で１６名（各市町２名ずつ選出）

【所掌事務】 若手職員による政策研究チームが圏域で抱える広域的な課題や全国の先進的な取組について、

自主的に調査・研究を行い、その課題解決に向けた事業提案を行う。

※ なお、首長が出席する大分都市広域圏推進会議において提案事業が採択された場合、連携市

町の担当部局において事業の実施に向けた取組を推進する。

【塾生任期】 令和元年６月～令和３年３月末日（２年を１期間とする）

【チーム編成】 大分都市広域圏の連携市町全体で２チーム

大分都市広域圏政策研究チーム「第１期未来創造塾」

「第１期未来創造塾」開講式（令和元年６月１０日）

大分都市広域圏 政策研究チーム「第１期未来創造塾」開講式

令和元年６月１０日、大分市役所で大分都市広

域圏推進会議の会長である佐藤樹一郎大分市長の

開講宣言のもと、塾長（大分市企画課長小野晃

正）と７市１町の１６名の塾生で構成される「第

１期未来創造塾」が開講しました。

開講式では、塾生代表で豊後大野市の尾石さん

が塾生の辞令を受けとり、その後、大分市の津田

さんが未来創造塾の塾生として、今後２年間に向

けた力強い決意表明を行いました。

大分市長から辞令を受け取る
尾石さん（豊後大野市）

決意表明を述べる
津田さん（大分市）

開講宣言をする大分市長

１６名 による「第１期未来創造塾」がついに開講！
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第１回「未来創造塾」会議の開催（令和元年６月１０日）

開講式の後、さっそく第１回目の未来創造塾を開催しました。

今回は、初回であるため、塾長から大分都市広域圏の形成などについて講話をもらい、その他事務局からの説明

等の後、２年間ともに調査・研究するチームに分かれて自己紹介を行いました。その後、塾生の皆さんで意見交換

会（交流会）を行いました。

各チームのリーダーは、Ａチームは竹田市の舞さん、Ｂチームは日出町の財津さんに決定。

次回の会議の日程や研究テーマの決定方法などについてリーダーを中心として約２時間の協議を行いました。

塾長（大分市企画課長）による講話 塾長の講話を聴く塾生

竹田市 舞リーダー

日出町 財津リーダー
4

大分市長と記念撮影

これから約２年間、若手ならで

はの積極的な行動と自由な想像

力を十分に生かして、大分都市

広域圏の広域的な課題解決に向

けて、ともに頑張っていきま

しょう！！



「未来創造塾」活動経過

「第１期未来創造塾」活動経過（令和元年７⽉〜令和元年９⽉）

《 調査研究の進め方 》

・月１回程度集合し、会議を行う。

・日時や場所等は、業務の都合に合わせ、塾生が決める（塾生同士の主体的な集まり）。

・事務局（大分市企画課）は、２カ月に１回程度、進捗状況の管理を行う。

・会議開催後、すみやかに報告書をまとめ事務局に提出する。

● 調査研究テーマの方向性を決める

塾生が自分で考えた研究テーマをプレゼンテーションし、チーム内でその事業について質疑応答を行い、最終

的に各チームで研究テーマの大きな枠組みを決定しました。圏域で抱える広域的な課題の解決に向けて、まずは

研究テーマに沿って、各市町の現状把握と調査分析をしていくことになりました。

Ａチーム（Team SALUD）の会議の様子 Ｂチーム（LivabLABO）の会議の様子

● 各チームの名称が決まる！！

Ａチームの名称は「 Team SALUD 」（チームサルー）に決定

"Salud（サルー）"とは、スペイン語で「健康」を意味する単語です。また転じて、お酒を飲む人の健康を祝して

「乾杯」の掛け声に用いられます。物事の始まりにおこなう乾杯の掛け声が「健康」を指していること、また高

崎山の猿（サル）とも掛けて、大分の明るい未来を願ってこのチーム名を付けました。

Ｂチームの名称は「 LivabLABO 」（リバブラボ）に決定

livable（住みよい）+laboratory（研究所）=LivabLABO

という造語です。住民目線に立ち、より住みよい大分都市広域圏になるような政策を研究していきたい、という

思いが込められています。
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「第１期未来創造塾」活動経過（令和元年７⽉〜令和元年９⽉）

● 圏域内の自治体で会議を開催！！

月１回の定例会議を竹田市・由布市・日出町など、圏域内の各自治体で開催しました。

普段とは異なる環境下において、様々な発想や自由闊達な意見交換が行われ、充実した研究活動となりました。

会議後は、ランチ交流を通じて、塾生間の絆がさらに深まりました。

日出町での会議の様子 竹田市での会議の様子

令和元年度大分都市広域圏推進会議で中間報告（令和元年１０月２８日）

令和元年１０月２８日に開催された各市町が集まる首長会議の中で、各チームのリーダーがテーマ設定などに

ついて中間報告を行いました。また、令和２年度の政策提案に向けたスケジュールが示されました。

Ａチーム（Team SALUD） 竹田市の舞リーダー Ｂチーム（LivabLABO） 日出町の財津リーダー

【会 議 名】 令和元年度 大分都市広域圏推進会議

【開 催 日】 令和元年１０月２８日（月）１０時３０分～

【開催場所】 ホテル日航大分オアシスタワー ２１階 エトワール
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● 中間報告の資料
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別府市⻑による講話と意⾒交換会（令和元年１１⽉１９⽇）

令和元年１１月１９日、別府市役所にて、長野別府市長から講話を頂き、その後意見交換を行いました。

長野別府市長講話では、市長初当選の際の３つの約束や再選後の３つのチャレンジについてお話を頂きました。

また、熊本地震を乗り越え、地域振興で別府を発信したプロジェクト「湯～園地計画」では、クラウドファン

ディングで約９,１４３万円の資金が集まり、広告換算費では１２０億円以上の効果をあげたことなど、今存在す

るまちの魅力を最大限に活用する効果的な取組事例として紹介していただきました。

最後に、「公務員こそリスクをとれる！今までと同じことをしても、現状の問題は解決しないので、概念を取っ

払って取り組んでほしい！」と熱いメッセージを頂きました。

長野 恭紘 別府市長 別府市長との意見交換

別府市長との記念撮影

政策提案に向けて、さらに塾生のモチベーションが高まりました！ 長野市長、大変お忙し

い中、貴重なアドバイスをいただきまして、ありがとうございました！！
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明治大学 木村教授による講演（令和２年２月１３日）

令和２年２月１３日、明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科の木村教授より「自治体間の広域連携」と題し

て講演をいただきました。ご自身の自治体行政の経験もふまえ、将来の圏域経済の活性化を実現可能なものとする

ための貴重なアドバイスをいただきました。

木村 俊介 教授 講演の様子

日本文理大学 吉村教授による講演（令和２年２月２６日）

令和２年２月２６日、日本文理大学建築学科の吉村教授より「地方大学を取り巻く現状と課題～社会の変化に

応える大学改革が地方を救う～」と題して講演をいただきました。講演後には塾生の積極的な質問にも丁寧に答

えていただき、政策立案の貴重なアドバイスとなりました。

吉村 充功 教授 講演の様子

明治大学の木村教授、日本文理大学の吉村教授の講演を受講し、政策立案に必要な考え方を

学ぶことができました。貴重な講演をいただきまして、ありがとうございました！！
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「第１期未来創造塾」の活動経過（令和２年３⽉〜令和２年９⽉）

● 政策提案について具体化を進める

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月以降、一堂に会する会議が実施できず、限られた形で調

査・研究を進めてきました。令和２年５月に国の緊急事態宣言解除を受け、６月にようやく未来創造塾会議が従来

どおりの形で再開することができました。

● 新型コロナウイルス感染症による影響

令和２年１１月の大分都市広域圏推進会議での政策提案に向けて、具体的な提案内容の検討を進めました。

圏域が抱える広域的な課題に対する解決方法や手法について、各市町の関係部署に相談や情報収集をする等、

気合を入れて、最後の追い込みに全集中です。

● 政策提案に向け、最終調整！ 塾長ヒアリングを実施！

令和２年９月１０日、各班のリーダー・副リーダーが大分市に参集し、塾長がヒアリングを行いました。

発表当日の政策提案に関する疑問や不安要素が解消できたことで、いよいよ本番に向けて体制が整いました！

塾長ヒアリングでは、リーダー・副リーダー以外の塾生に対して、リモートでヒアリング状況を生配信しました！

Ａチーム（Team SALUD）の会議の様子 Ｂチーム（LivabLABO）の会議の様子

塾長からヒアリングを受ける
塾生（リーダー・副リーダー）たち

デジタル技術を活用し、
ヒアリング状況を配信
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令和２年度の大分都市広域圏推進会議で政策提案（令和２年１１月２６日）

令和２年１１月２６日、ついに政策提案の本番当日を迎えました。発表をする両班のリーダーは、やや緊張し

た面持ちで各市町の首長に政策提案を行いました！

【会 議 名】 令和２年度 第２回大分都市広域圏推進会議

【開 催 日】 令和２年１１月２６日（木）１０時００分～

【開催場所】 ホテル日航大分オアシスタワー ５階 孔雀の間

● 若手職員らしい自由な発想で斬新な政策提案に！

・「広域圏における子育て世帯への情報発信」

・「企業誘致における情報発信の共有化」

・「広域的な移動手段の構築について」

・「病児・病後児保育に係る提供体制の維持について」

● 各班の政策提案のテーマについて

大分都市広域圏推進会議の様子 政策提案の会場の様子

政策提案の会場の様子 政策提案の会場の様子

Ｂチーム

（LivabLABO）

Ａチーム

（Team SALUD）
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● 政策提案の様子

政策提案を行うＡチーム（Team SALUD）
竹田市 舞リーダー

政策提案を行うＢチーム（LivabLABO）

日出町 財津リーダー

質疑・応答

政策提案後の記念撮影

両チームとも、政策提案が無事に終了しまし

た！各市町の首長から今後の事業化に向けたア

ドバイスや未来創造塾の取組姿勢に対して、高

い評価をいただき、盛大な拍手により会議が終

了しました！塾生の皆さん、長期に及ぶ調査・

研究、大変お疲れ様でした！
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Ａチーム Team SALUD（チームサルー）

政策提案「子育て世帯への情報発信」

テーマの背景・現状の課題 と 目指すべき圏域の将来像

まずは、現在子育て支援サイトとして圏域内で最も使用感の良い大分市の「naana」へ各市町
のお出掛け情報を一括して掲載する。
ゆくゆくは、前述の「⺟⼦モ」や、更に利用者数の多い「LINE」などのSNSを利用したプッ
シュ型通知へ。

広域圏内の各市町において、子育て世帯向け情報発信が一元化されていない。
便利な子育てフィールドとして広域圏の魅力が十分に伝わっていない、有効活用できていな
い。

☞子育て世帯：圏域内各市町を生活圏域と捉え、日常として休日・余暇の過ごし方の選択肢充実

☞圏域内市町：交流人口（特に昼間人口）が増え、地域経済への期待増

事 業 実 施 に よ る 効 果

• 子育て世帯が余暇の過ごし方と
して有用な行政が発信するお出
掛け情報を一早く入手すること
ができる。

• 広域圏をひとつの生活圏域と捉
えるようになり、日常的・恒常
的に広域圏内を往来するように
なる。

• 圏 域 全 体 • 各 市 町

• 子育て世帯が各市町に暮らしな
がら、広域圏内の他市町のお出
掛け情報を入手することができ
ることで、交流人口（特に昼間
人口）の増加と地域経済の活性
化を期待できる。

• 周知方法を統一して画一的に事
務を行うことで、事務担当者の
負担軽減が期待される。
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【各市町の子育て支援情報の発信ツールの現状・取組】
①ホームページ：各部署ごとに該当する事業や制度、施設やイベントなどを掲載。
（大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出町）

②ガイドブック・情報冊子：児童福祉、障害福祉、教育の各分野の制度、及び施設情報等が網
羅的に掲載されている。
（大分市、別府市、津久見市、竹田市、豊後大野市、日出町） ※⾅杵市は⺟⼦モ導⼊で廃⽌
③子育て支援サイト：②のWeb版的な作りのものが多い。大分市のnaanaは登録者同士のコミュ
ニケーション機能等もあり。
（大分市、別府市、竹田市、豊後大野市、日出町） ※⾅杵市は⺟⼦モ導⼊で廃⽌
④独自の子育て支援アプリ：豊後大野市の「なないろ」
⑤⺟⼦⼿帳アプリ(⺟⼦モ)：検診や予防接種の情報が月齢・年齢に応じて配信される。臼杵市は
ＨＰのイベント情報を添付。
（別府市（医師会）、臼杵市 【Ｒ2.10〜】大分市、津久見市、竹田市、豊後大野市、日出町

【R3.4〜】由布市）

※子育て世帯向けの情報は複数部署に渡るため、同一市町において情報集約するだけでも労力
を要していることが判った。



現状と事業実施による効果検証

未就学児 小学生 中学生 高校生 合計

男 18,295 20,692 10,572 10,786 60,345

女 17,435 19,886 9,981 9,994 57,296

計 35,730 40,578 20,553 20,780 117,641

男 12,505 13,863 6,911 7,144 40,423

女 12,046 13,381 6,639 6,511 38,577

計 24,551 27,244 13,550 13,655 79,000

男 2,386 2,717 1,441 1,436 7,980

女 2,234 2,589 1,329 1,371 7,523

計 4,620 5,306 2,770 2,807 15,503

男 662 902 463 507 2,534

女 594 846 412 461 2,313

計 1,256 1,748 875 968 4,847

男 234 322 193 188 937

女 236 315 177 190 918

計 470 637 370 378 1,855

男 329 412 214 233 1,188

女 288 380 220 217 1,105

計 617 792 434 450 2,293

男 868 913 457 412 2,650

女 809 866 390 419 2,484

計 1,677 1,779 847 831 5,134

男 567 765 441 442 2,215

女 560 724 402 413 2,099

計 1,127 1,489 843 855 4,314

男 744 798 452 424 2,418

女 668 785 412 412 2,277

計 1,412 1,583 864 836 4,695

竹田市

由布市

豊後大野市

日出町

広域圏

大分市

別府市

臼杵市

津久見市

日帰り

レジャー費

宿泊を伴う

旅行費

0歳 53,375 13,309 40,066

1歳 96,944 28,313 68,631

2歳 120,494 37,683 82,812

3歳 120,921 40,801 80,120

4歳 138,173 47,229 90,944

5歳 143,106 46,007 97,099

6歳 151,268 49,030 102,238

7歳 149,573 50,416 99,157

8歳 164,960 52,498 112,462

9歳 178,335 55,170 123,165

10歳 167,134 52,358 114,776

11歳 172,368 50,984 121,385

12歳 171,611 51,840 119,771

13歳 165,220 44,202 121,018

14歳 164,954 43,984 120,971

15歳 106,715 31,383 75,332

レジャー・旅行費

圏域内の
高校生までの子
どもが
いる世帯で最大

約24億

円
の消費が見込ま
れる‼

表１．子どもの(0〜17歳)人口 [人] R2.3.31現在 表２．子ども年齢別レジャー費 [円]

※インターネットによる子育て費用に関する調査
（H22年度 内閣府 実施のものより）

事業実施に向けた課題と短期目標

■⺠間のイベント情報の掲載⽅法
☞公平性を保つための周知方法、広告料を取るか等
※ SARS-CoV-2（新型コロナウイルス）感染症の影響による各市町の経済的損失を考えると、子

育て世帯の外出と消費活動に直結する本事項は、事業開始とともに実施できる体制を整えられれ
ば、官⺠ともに地域経済回復の⼀助となり得る。

■各市町の福祉施策等の差異
☞今後、お出掛け情報以外でホームページのリンクをnaanaに掲載すると、各市町の福祉施策の
差異について差をなくしたり、他市町の制度利用を出来るような要望があがってくる可能性あるか

事業実施における短期目標

K P I の設定

naanaの年間アクセス数

500,000[件/年]（令和3年度）
参考：平成31年度 467,022[件/年]

令和元年度 460,358[件/年]

K P I の設定理由

イベントの参加数などは、情報を持っていてもそれ自体に魅力
があるかどうかも関係してくるため、情報発信事業としては、
その情報の利用者数をKPIとすることが適当と判断した。
またサイト上には大分市独自情報も多いため、お出掛け情報
に限定した他市町の利用者増を実績値１割程度と見込んだ。
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テーマの背景・現状の課題 と 目指すべき圏域の将来像

①広域圏内の各市町において、人員配置等の問題もあり個別の企業誘致が進んでいない。
②企業誘致を切り口にした自治体間連携が進んでいない。
圏域全体での雇用機会の確保・創出が困難となっており、将来の人口減少を加速させるリ

スクがある。

【各市町(広域圏)の企業誘致の現状・取組】
①企業誘致の自治体間連携が進んでいない
自治体間で取り合いになりがちで、広域圏事業が展開されづらい。

②企業誘致そのものに集中しづらい自治体が多数（マンパワー不足）
平均的に企業誘致担当者は1〜2名、全体業務のうち企業誘致業務は約2割であり、担当者が少なく、片手間に企業誘致を
担当している。
そのため、積極的な企業探索や営業活動ができていなかったり、進出用地の整備に向けた作業に取り掛かる環境が整っ
ていない。
③個性豊かな市町の特性・魅力を活かした情報発信が必要
大分県の役割…県として企業誘致を図る → マッチする自治体につなぐ（マーケットインのサポート）
各市町の特性、コンセプトの発信などができていない（プロダクトアウトの発信が弱い）

各市町ごとの地域特性や企業誘致のコンセプトを洗い出し、同時に企業体視点に立った上で企
業等が欲している情報のニーズ調査を行い、大企業だけでなく中小企業・個人事業主を見据えた
情報連携・発信を図ることで、各市町間による状況格差を回避しながら、広域圏内に企業進出を
促進していきたい。

事 業 実 施 に よ る 効 果

圏 域 全 体

• 多様な企業体や個人事業主が
必要としている情報を届ける
ことで、自治体間の適度な競
争の原理を残しつつ、経済
圏・生活圏として豊かな魅力
を持つ広域圏全体の企業進出
を促進することができる。

• 企業等も広域圏をひとつの経
済圏・生活圏と捉えるように
なり、人材確保の負担軽減が
期待される。

各 市 町

• 経済圏・生活圏としての魅力
をアピールできたり、市町単
独ではカバーできない条件不
利を克服できたりすること
で、立地条件の良さを企業等
にPRすることができる。

• 企業等から企業誘致担当者に
つながる間口の一つとなるこ
とで、企業探索の事務の一助
となる。

• 各市町の企業誘致サイトへの
投資コストを抑えることがで
きる。

Ａチーム Team SALUD（チームサルー）

政策提案「企業誘致に関する情報発信」
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現状と事業実施の方向性とその効果

Ⅰ 雇用促進のための企業誘致
( 圏域内で人材を確保 )

☞新たな雇用創出・雇用促進の効果
☞単一市町でなく圏域で広く人材を供給可

�技術職・専門職の人材確保が困難な場合
誘致の足枷となる。

・⽴地市町の住⺠であるほど通勤には便利
であり、条件さえ合致すれば立地市町が最
も効果を得る。
・圏域をアピールしながら誘致することで、
企業も広く人材確保の対象を考えられる。
・常に、「人材確保」と「人材育成」が課
題となり、また、立地の障壁となり得る。

Ⅱ 従業員ごと連れて来る企業誘致
( 圏域内の住民数を確保 )

☞本社・支社・工場等の大規模な立地が必須

☞圏域を生活圏域と捉え通勤圏内とすれば、
⽴地市町以外の住⺠も増加し得る

�用地やインフラ、企業集積等が立地の決定
に影響するため、大分市が強いのは必然。
誘致⾃体ではなく、住⺠の増加を利として

割り切れるかが鍵。

・立地市町は自ずと固定化される。
・大規模な移住者(立地に伴う異動による
もの)が期待される。
・日常生活圏域として誘致時点からア
ピールすることで、圏域内のいずれの市
町にも居住し得る。

事業実施に向けた課題と短期目標

事業実施に向けた課題

■大分県の企業誘致サイトとの取り扱い
☞重複するものを作成してダブルスタンダードになることは避けた方がよいため、既にあるも
のは県のサイトのリンクを貼る形を取るなど、大分県との調整が必要となってくる。
■各市町の既存企業誘致サイトの取り扱い
☞今後、各市町の企業誘致サイトが内容の重複による担当者の更新負担、既存サイトに掲載す
る情報と制作サイトに掲載する情報の整理作業が生じる。
■情報の更新（形骸化のリスク）と制作サイトへの導線形成
☞情報の更新は誰が行うのか。各市町の既存サイトに掲載している情報とタイムラグ等が生じ
ないような定期的な更新作業が必要となる。

事業実施における短期目標

K P I の設定

サイトの閲覧数

K P I の設定理由

サイト制作による実績が把握可能となり、制作の成果
を確認するため。（目標値は、広域圏HPの閲覧数と各
市町の企業誘致HP閲覧数の現況値により設定した
い。）
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〇 公共交通機関の減便等による運行本数の減少や交通空白地域の存在

等により、住⺠の移動⼿段が限られている。

〇 デマンド交通等について、経費削減等により効率的な運行が必要。

〇 公共交通機関のみでは、住⺠の移動⼿段をカバーできていない

地域がある。

〇 過度の自動車依存である。

テーマの背景・現状の課題

広域的な移動手段の構築を目指し、満足度の高い交通政策に取り組む

現状の交通政策

①デマンド交通
圏域内の全市町実施中

※日出町は実証実験中

②パーク＆ライド
・大分市

※令和２年１１月末現在

③サイクル＆バスライド
・大分市

④低速電動バス
・大分市 ・由布市 ・竹田市

将来的には、広域的な移動手段の構築を目指し、以下のような取組の

検討が必要。

〇 デマンド交通の広域化 （経費削減、住⺠の利便性向上）

〇 自家用車の空席利用 （公共交通空⽩地域における住⺠の利便性向上）

〇 店舗型パーク＆ライド （公共交通の利用促進）

目指すべき圏域の将来像

Ｂチーム Livab LABO（リバブラボ）

政策提案「広域的な移動手段の確保」
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システム導入後の利用の流れ

① 利用者がスマートフォン、パソコン又は電話から予約

② アプリを通じて配車へ。電話の場合は、タクシー会社のオペレーターが

システムに予約を入力
③ システムから運転手へ車両搭載したタブレットで通知し、利用者を送迎

④ 運行後、利用実績等を自動集計し、各請求等に必要な書類を作成

④②①

③

取組の効果

〇 圏域内の各市町の住⺠（デマンド交通利⽤者）においては、予約方法の選択肢の

増加や予約制限時間の延⻑により利便性向上に繋がる。

〇 共同利用によるシステムの維持管理費について、スケールメリットを活かした

費用軽減が期待できる。

〇 交通事業者や各市町の事務負担（集計・請求・支払作業）が軽減される。

事業実施に向けた課題

〇 各市町のデマンド交通制度の違

〇 コミュニティバス路線の広域化等の

運用部分について、広域連携の検討

各市町のデマンド交通に

おけるシステム利用率

令和３年度 ３０％

ＫＰＩの設定
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テーマの背景・現状の課題

施設運営が不安定なため、このままでは病児・病後児保育に係る
提供体制の維持が困難となる

〇 感染症流行期は定員超過により利用できない場合がある。

〇 原則、広域利用（市町村の区域を超えた施設利用）ができない。

〇 利用者数の季節変動が大きく、施設予約のキャンセル率が高い。

〇 看護師や保育士は常駐を原則としているため、人件費がかかる。

〇 新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が大幅に減少して

おり、今後もこの状況が続くと見込まれる。（圏域内におけるR2.4〜8

利用者数は約65％減(前年同期比)）

コロナの影響によりR2の平均稼働率（※）は大幅に減少している。

※平均稼働率＝年間延べ利用児童数／（施設定員×年間開所日数）

0%

50%

100%

H29 H30 R01 R02

平均稼働率の推移
臼杵市

大分市

竹田市

津久見市

日出町

別府市

豊後大野市

由布市

各市町の施設における平均稼働率

Ｂチーム Livab LABO（リバブラボ） 政策提案

「病児・病後児保育に係る提供体制の維持について」
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目指すべき圏域の将来像

〇 病児・病後児保育が普及され、仕事と子育ての両立支援が図られる。

〇 病児・病後児保育をはじめとする多様な保育の提供体制の充実を図る

ことで、圏域内の子育て支援の満足度を向上させる。

具体的な取組

以下の取組を段階的に実施していく。

①病児・病後児保育施設に対する経営実態調査・利用者ニーズ調査の実施
各施設や利用者を対象とした調査を行い、圏域内特有の課題やニーズを

把握する。

②経営実態調査等を踏まえた取組の検討
調査結果を踏まえ、施設の稼働率、利用者の利便性向上に向けた取組を
検討する。

③取組の検証
感染症流行期に備えて、予約システムの導入や広域利用（圏域内の各市
町の病児・町の病児・病後児保育施設における他市町の病児・病後児の受
入れ）が可能か検証する。

取組の効果

○ 市境に住む住⺠等にとっては、利用先の選択肢が増えるため、利便性が

向上する。

○ 事業者は病児・病後児保育の稼働率が向上することで、施設運営が安定

する。

〇 特定の市町に他市町からの利⽤者が増加することで、当該市⺠の利⽤の

妨げに繋がる可能性があるため、その影響を抑える仕組みの検討が必要。

（例）広域利用者の予約時間の制限、市内と市外利用者の料金設定の区別等

〇 他市町の施設を利用した分に係る財政負担の増加

〇 予約システムを導入する場合における施設側のランニングコストの負担

事業実施に向けた課題
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・スケールメリットを活かして、住民に身近なアプリ等を使用して、ワンクリックで各市町の情報が

入手できるようになれば良いですね。しかし、一方でマンパワーも必要となってくるのではないか

と思います。どのような手法で情報発信していくか、是非とも研究していただきたいと思います。

そうすれば、子育て世帯に対する情報発信もより良い成果物ができるのではないかなと思います。

・一気に企業誘致を進めるのはハードルが高いですね。例えば、ワーケーションを入口として、移住

定住に結び付けていくことや、ワーケーションに優れた圏域であることを情報発信していく等、検

討を進めていく方が良いかと思います。そうすると、企業誘致も多少は入口のハードルが下がるの

ではないかなと思います。

・立地表明があった企業からの情報によると、最近では在宅勤務ができる体制が整ってきているよう

です。子育て世帯向けの情報発信や企業誘致に関しても、さらに研究をしていただいて、ワーケー

ションや在宅勤務についても実現ができるようになれば良いかなと思います。

各市町の首長によるコメント

● Ａチームの政策提案に対して

● Ｂチームの政策提案に対して

・なかなか難しい課題でもありますし、圏域での課題という点もまた研究に苦労されたのではないで

しょうか。このような課題は、まずはできるところから着手し、動かしていくことでよりよい改善

策が見えてくることがありますので、引き続き頑張っていただけたらと思います。

また、併せてこのような取組みを続けることで、成果や結果も大切ですが、皆様が苦労して集まっ

て議論した過程がこれから大きな財産になるのではないかなと思います。

・このような議論をする際は、大分市役所に集まるとか、会議室に集まるとか、圏域の市町に集まる

とか、市役所を飛び出してみて、例えば竹田市の岡城で色々話をしてみようとか、マグロの兜焼き

を食べながらとか、別府市の温泉に入って浴衣を着て話をしてみるとか、環境や場面が変われば発

想ががらりと変わるものですので、色々チャレンジして下さい。

我々も応援しますので、是非来年度以降も続けていただけたらと思います。宜しくお願いします。
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佐藤 大分市長 長野 別府市長 中野 臼杵市長 川野 津久見市長

首藤 竹田市長 川野 豊後大野市長 相馬 由布市長 本田 日出町長
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大分合同新聞掲載記事

● 大分合同新聞（朝刊） ２０１９年６月１１日（火）

● 大分合同新聞（夕刊） ２０１９年１１月１６日（土）



大分合同新聞掲載記事

● 大分合同新聞（朝刊） ２０２０年１１月２７日（金）
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「第１期未来創造塾」かわら版（創刊～第３回）
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「第１期未来創造塾」かわら版（第４回～第７回）

26



「第１期未来創造塾」かわら版（第８回～第１１回）
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自治体 所属 名前 読み仮名

1 大分市 土木管理課 津田　惇樹 ツダ　ジュンキ

2 別府市 保険年金課 渡邉　康成 ワタナベ　ヤスナリ

3 臼杵市 観光課 佐藤　瞳海 サトウ　ヒトミ

4 津久見市 社会福祉課 佐々木　健太 ササキ　ケンタ

5 竹田市 企画情報課 舞　希 マイ　ノゾミ

6 豊後大野市 総務課 小代　洋介 オジロ　ヨウスケ

7 由布市 総合政策課 明石　剣斗 アカシ　ケント

8 日出町 都市建設課 小石　剛之 コイシ　タケシ

自治体 所属 名前 読み仮名

1 大分市 契約監理課 大司　朋央 オオジ　トモアキ

2 別府市 秘書広報課 立石　航大 タテイシ　コウタ

3 臼杵市 環境課 髙橋　佳祐 タカハシ　ケイスケ

4 津久見市 健康推進課 丸岡　慧　 マルオカ　サトシ

5 竹田市 久住支所産業建設係 岩本　哲尚 イワモト　テツヒサ

6 豊後大野市 まちづくり推進課 尾石　直子 オイシ　ナオコ

7 由布市 都市景観推進課 麻生　美すず アソウ　ミスズ

8 日出町 上下水道課 財津　良平 ザイツ　リョウヘイ

「第１期未来創造塾」塾生名簿（令和２年４月１日時点）

● Ａチーム Team SALUD（チームサルー）

● Ｂチーム Livab LABO（リバブラボ）

※ リーダー：竹田市 舞さん

※ 副リーダー：別府市 渡邉さん

※ リーダー：日出町 財津さん

※ 副リーダー：豊後大野市 尾石さん
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顔写真

名前：津田 惇樹
（つだ じゅんき）

所属：大分市 土木管理課
入庁年：平成２９年度
自己紹介：
平成２９年度に大分市役所に入庁し、
土木管理課に配属され、現在４年目と
なります。これまで、市道の占有等に

関する業務に携わってきました。未来
創造塾では、他市町の職員との交流
や、ゼロからの政策立案に魅力を感

じ、応募を決意しました。

顔写真

顔写真

顔写真

名前：佐々木 健太
（ささき けんた）

所属：津久見市 社会福祉課
入庁年：平成２６年度
自己紹介：
平成２６年度に入庁し、現在７年目と

なります。これまでは、社会教育、移
住・定住などの業務に携わり、今年度
から現在の所属にて子育て支援に関す
る業務を担当しています。業務上で政
策立案に携わったことはなかったた
め、不安はありましたが、前向きに捉
え参加しました。

顔写真

名前：舞 希
（まい のぞみ）

所属：竹田市 企画情報課
入庁年：平成２３年度

自己紹介：
平成２３年度に竹田市役所に入庁し、

現在１０年目です。商工観光課、企画
情報課、文化政策課を経て、現在は企

画情報課で地方創生や企業版ふるさと
納税、文化行政等を担当しています。
人口減少に伴い行政のマンパワーも減
少していくなかで、広域連携による課
題やマンパワーの整理・集約、効率的
な政策に関心があり、応募しました。

顔写真

顔写真 顔写真

名前：小石 剛之
（こいし たけし）

所属：日出町 都市建設課
入庁年：平成２１年度

自己紹介：
平成２１年度に日出町役場に入庁し、
現在１２年目になります。これまで主
に都市計画に関する業務に携わってき

ました。未来創造塾には他市の職員と
の交流や普段の業務では経験できない
ことを経験し、見分を広め、自身の成

長につなげたいと考え応募しました。

名前：小代 洋介
（おじろ ようすけ）

所属：豊後大野市 総務課
入庁年：平成１９年度
自己紹介：
平成１９年度に豊後大野市役所に入庁
しました。これまで税務、支所、議会
事務局を経験しました。未来創造塾の

話を総務課長からお聞きし、応募を決
意しました。

名前：明石 剣斗
（あかし けんと）

所属：由布市 総合政策課
入庁年：平成２６年度

自己紹介：
平成２６年度に由布市役所に入庁し、

今年度で７年目となります。現在、総
合政策課へ所属し、情報統計係として

業務に携わっております。他市町の職
員の皆さんと政策研究を行うことは、
学び・交流の場として、とても有意義
なものになると感じ、未来創造塾へ応
募させていただきました。

名前：佐藤 瞳海
（さとう ひとみ）

所属：臼杵市 おもてなし観光課
入庁年：平成２７年度
自己紹介：
平成２７年度に臼杵市役所に入庁し、
現在６年目となります。これまで、移
住定住施策・空き家バンク業務に携

わってきました。未来創造塾では、そ
れぞれの市町村が抱えている課題の共
有や政策の提案、他市町村の職員との

交流に魅力を感じて応募をしました。

氏名：渡邉 康成
（わたなべ やすなり）

所属：別府市 保険年金課
入庁年：平成２２年度

自己紹介：
入庁時は高齢者福祉課に配属され、政

策推進課、保険年金課と異動して現在
11年目（現課5年目）となります。

単独市の各課横断的な思考や方法を模
索する上でも、広域都市圏の市町での
事業実施は有用に感じ参加しました。

Ａチーム Team SALUD（チームサルー）プロフィール

リーダー 副リーダー
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顔写真 顔写真

名前：立石 航大

（たていし こうた）

所属：別府市 秘書広報課
入庁年：平成２９年度
自己紹介：
別府市役所に入庁し、現在で４年目に

なります。最初の配属はひと・くらし
支援課で約２年間、ケースワーカー業
務に携わり、その後、令和元年度に秘
書広報課に異動となり、現在２年目を
迎えています。政策立案を行い、実行
されるプロセスを体験できる貴重な機
会であり、自身の成長と同志と知り合
えるチャンスだと考え応募しました。

顔写真

名前：髙橋 佳祐
（たかはし けいすけ）

所属：臼杵市 環境課
入庁年：平成２６年度
自己紹介：
入庁後は税務課で３年間収納業務に従
事した後、災害時相互援助協定に基づ
いて宮城県気仙沼市に派遣され、税務
課で２年間課税業務に従事しました。
現在は環境課２年目で、一般廃棄物や
地球温暖化対策の事務を担当していま
す。政策形成に携わりたいとの理由で
入庁した為、未来創造塾を絶好の学び
の機会と考え、入塾を希望しました。

顔写真

名前：丸岡 慧
（まるおか さとし）

所属：津久見市 健康推進課
入庁年度：平成２５年度

自己紹介：
平成２５年度に入庁し、税務課課税係
を４年間経験し、現在の部署では主に
保険税の賦課を担当しています。人事
係に声をかけていただき、参加してみ
ました。

顔写真

顔写真

顔写真

顔写真

名前：大司 朋央

（おおじ ともあき）

所属：大分市 契約監理課

入庁年：平成２８年度

自己紹介：

平成２８年度に大分市役所に入庁し、現在５

年目になります。入庁後、最初の配属は障害

福祉課で３年間、障がい者の支援業務に携わ

りました。その後、令和元年度に契約監理課

に異動となり、現在２年目を迎えています。

これまで政策立案をする機会が少なく、未来

創造塾の取組により、さらなる成長につなが

ると考え応募に至りました。

名前：岩本 哲尚
（いわもと てつひさ）

所属：竹田市 久住支所産業建設係
入庁年：平成２９年度

自己紹介：
平成２９年度に竹田市役所に入庁し、

現在４年目になります。入庁後、久住
支所に配属され、戸籍や保険等の窓口
業務に携わりました。その後農政課に
異動後、再び久住支所に異動し、現在
窓口業務以外にも久住地域の観光・農
業等の事業系の業務に携っています。
かねてから政策立案をしてみたいとい

う想いがあり、塾生に応募しました。

名前：財津 良平
（ざいつ りょうへい）

所属：日出町 上下水道課
入庁年：平成２０年度

自己紹介：
平成２０年度に日出町役場に入庁し、

現在１３年目になります。入庁後、税
務課、財政課、総務課を経験しまし

た。平成２９年度から上下水道課とな
り、現在４年目です。
未来創造塾は、政策推進課からの推薦
により参加しました。

名前：尾石 直子
（おいし なおこ）

所属：豊後大野市 まちづくり推進課
入庁年：平成１８年度

自己紹介：
平成１８年度に入庁し、福祉、年金、

財政、税務部局に配属された後、令和
元年度にまちづくり推進課に異動とな

りました。地域の課題について広域で
共有できるような機会は少なく、研鑚
を積む為、応募させていただきまし

た。

名前：麻生 美すず
（あそう みすず）

所属：由布市 都市景観推進課
入庁年：平成２９年度

自己紹介：
平成２９年度に由布市役所に入庁し、

現在４年目になります。入庁後は建築
工事の設計業務や都市計画に関する業

務に携わりました。未来創造塾を通し
て、広域圏内の交流や政策立案ができ
ることに魅力を感じたので応募に至り

ました。

Ｂチーム Livab LABO（リバブラボ）プロフィール

リーダー 副リーダー
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・自分が全く知らなかった国の補助金、交付税に詳しい班員がいたり、やたら医療制度に詳しい人が

いたりと自分の知らないことや話しを多く聞ける機会にもなります。塾生一人一人様々なバックグ

ラウンドがある中、皆で一つの目標に向かって頭を使うことは非常に楽しかったです。いかに自分

の知識、経験が不足しているかを再認識できる場でもありました。

・２期生の皆様には、行政しか行えないことを行政が行える方法で、斬新な切り口で有益な事業提案

をしていただければと思います。

・各市町村の様々な施策の取り組み状況や今後の仕事でも相談や頼りになる仲間ができる良い機会な

ので、不安なことも自分の業務などもあるかもしれませんが楽しんで取り組んでほしいです。

・各自治体から塾生を集め広域的な政策を検討するのではなく、各自治体で若年層職員による研究

チームを募り、広域的な観点での政策を検討させ、その中から広域圏（大分市）が認めた事業に予

算を振り分ける形に変更してはどうでしょうか。広域圏という枠は今より見えにくくなりますが、

全体的な視点で見た時は広域圏内にとってより価値のある政策が生まれると思います。

・退職まで頼りにできそうな人脈が生まれたことは大変貴重な経験になりました。よりよい政策提案

に向けて頑張ってください！

・第１期の塾生については、コロナ等の関係もあり、塾生のみで提案をブラッシュアップする時間が

多かったです。次回は、関係機関や講師の方、各市町の部会等と連携した意見交換ができると、よ

り良い提案に繋がるのではないかと感じました。

・他市町の職員と交流を行うことで、色々と刺激を受けました。また、広域圏としてのスケールメ

リットを意識することができたので、普段の業務にも活かしていけたらいいと思います。２期生に

向けたものとしては、月に１回程度の会議等があり、普段の業務に加えての活動が増えるため、大

変であると思うが、他市町との意見交換や知り合い等も増える等、それ以上にためになる部分があ

ると思うので積極的な参加をしてほしいです。

「第１期未来創造塾」を振り返って ①

長期間に及ぶ調査・研究が終わり、塾生から現在の心境や未来創造塾の取組みを振返り、率直な感想を聞かせて

もらいました。事務局（大分市企画課）に対する要望や期待、第２期未来創造塾の塾生に向けたコメント等まとめ

ています。
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・行政職員として、経験できる部署・分野は限られる思います。その中で、未来創造塾で自分自身が

知らない分野を研究することは、その分野の知識が身につくだけでなく、他の分野にも応用できる

場面もあろうかと思います。また、どんな分野を研究するにしても、班内や事務局との調整が必要

となり、そのことから得られる経験も大きいと思います。

未来創造塾での取組は、必ず今後の役所人生で非常に役に立つと思うので頑張ってください。

・各市町の垣根を越えて政策を練っていく過程で、同僚とはちがう同年代の仲間ができたことは非常

によかったし、一生の財産になると思います。第２期は１期よりもハードルが上がると思います

が、臆することなくチャレンジしてください。

・より内容の充実した政策提案書を行うために、政策提案をする分野を指定したうえで、２期生を募

集することを検討されてはいかがでしょうか。共通の専門性を持った塾生が議論することで、より

現状に即した政策提案ができるのではないでしょうか。

また、各市町を知るためにも、２期生には全市町を訪れる機会を持っていただきたいと思います。

今後は、卒塾生も参加できる研修や交流の場を設けていただくと幸いです。

・各市町での規模が違うのに比例して職員数の規模も違い、普段の仕事をしながら未来塾の政策を考

えるのは負担が大きかったです。また、新型コロナの影響で普段の業務が通常よりも増えている職

場もあり、２期生に向けては、自分の負担にならない範囲で参加すればいいと思います。

・大学生の政策研究を聞いて、塾生が実現可能な政策にカスタマイズするといったような「未来創造

塾×〇〇大学」のようなコラボもありではないかと考えます。

・各市町を越えて、課題について議論を交わすというなかなか経験できない機会をいただけたことは

大変貴重な体験でした。また、各市町に回って交流を深めることができ、とても楽しい経験をさせ

ていただきました。第２期生の方々にも、ぜひ他市町の方々との交流の場として楽しんでいただき

たいのと、自分達のしてみたいことを遠慮せずに提案していっていただければと思います。

・未来創造塾を通して他市町の職員と交流ができたことが一番よかったことだと思います。

このような情勢でなければ先進地への視察や企業へ訪問することができたと思うので、２期生は研

修や講義などを通して、活動の幅を広げてほしいと思います。

「第１期未来創造塾」を振り返って ②
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大分都市広域圏ホームページ

大分都市広域圏では、専用のホームページを開設しています。

「未来創造塾」の取組に加え、大分都市広域圏の取組みや各市町のＰＲ動画等、圏域経済の活性化に資する魅力

ある情報発信に努めていますので、是非ご覧下さい。

【URL】 http://www.oita-kouikiken.jp/ クリック
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（設置)

第１条 大分都市広域圏ビジョンに掲げる基本連携項目「人材育成・交流」の推進並びに広域的な課題に関

する総合的な調査研究及び施策の提案を行うため、圏域を構成する自治体の若手職員による政策研究チーム

「未来創造塾」（以下「政策研究チーム」という。）を設置する。

(所掌事項)

第２条 政策研究チームは、次に掲げる事項を所掌する。

⑴ 広域的な課題に関する総合的な調査研究に関すること。

⑵ 広域的な課題に関する施策の提案に関すること。

⑶ その他政策研究チームの目的を達成するために必要な事項。

(組織)

第３条 政策研究チームは、構成員１６名程度をもって組織する。

２ 構成員は、大分都市広域圏推進会議の会長及び委員がその補助職員（概ね３５歳以下の者に限る。）の

うちから指名するものとする。

３ 前項の指名の期間は、２年を１期間とする。

４ 構成員の選出方法は、大分都市広域圏推進会議の会長及び委員の判断に委ねるものとする。

５ 政策研究チームにリーダー及び副リーダーを置き、構成員の互選により選出する。

６ リーダーは、政策研究チームを代表する。

７ 副リーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故があるとき、又はリーダーが欠けたときは、その職

務を代理する。

(総括等)

第４条 政策研究チームを統括するとともに構成員を指揮監督するため、塾長を配置する。

２ 塾長は、大分都市広域圏推進会議の幹事長が指名する者をもって充てる。

（報告等）

第５条 政策研究チームの推進にあたり、リーダーは塾長に対して定期的に報告を行い、必要に応じて塾長

の指示を受けるものとする。

(中間報告及び施策提案)

第６条 政策研究チームにおける中間報告及び施策の提案は、大分都市広域圏推進会議の会議で行うものと

する。

(庶務)

第７条 政策研究チームの庶務は、大分市企画部企画課において処理する。

(委任)

第８条 この要綱に定めるもののほか、政策研究チームの運営に関し必要な事項は、塾長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

大分都市広域圏 政策研究チーム「未来創造塾」設置要綱
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